
  
平成 29年年度度の活動  

  

     

  

活動の趣旨  

   地域には豊かな経験と学びを積み重ねてきた市⺠民が多く潜

在しています。  

   ⼈人⼝口減少や ICTの発展が進む中、私たちが⽬目指す地域づく

りは、このような市⺠民が ICTを活⽤用して知を持ち寄り、学び

合い、地域づくりの実践に存分に⽣生かされる地域です。  

   本研究会は、このような地域のしくみを「地域学習プラッ

トフォーム」と位置付け、各地のインターネット市⺠民塾等の

活動者や各分野の研究者等が協⼒力力し、実践研究に取り組んで

います。また、その成果を地域づくりに取り組む各地に広く

提供する普及啓発、連携促進に取り組んでいます。  

     

特定⾮非営利利活動法⼈人  

地域学習プラットフォーム研究会  



研究開発  

ICTを活⽤用した地域⼈人材の育成、地域活性化を図るプラットフォームとして、その役割、機能を

⾼高めるための調査、研究、開発に取り組んでいます。  

  

  

■e ポートフォリオ研究ワーキング 

	 地域人材の育成・顕在化と地域活性化は、各地のインターネット市民塾等が目標とする活動で

あり、その機能を高める研究に継続的に取り組んできました。	 

	 平成 29 年度は、これまでの研究成果を生かして地域での試行評価を行うこととし、その一つと

して大阪府茨木市教育委員会との共催により、学習成果活用支援相談会を実施しました。	 

・第 1回ワーキング会議（平成 29 年 9 月 25 日、東京）	 

	 昨年度までの研究状況の整理と今年度の研究計

画の協議	 

・第 2回ワーキング会議（平成 30 年 2 月 21 日、

大阪）	 

	 茨木市で実施を開始した学習成果活用支援の試

行調査についての協議	 

・兵庫大学における学習成果の評価と活用支援に

関する訪問調査（平成 29 年 2 月 22 日、兵庫）	 

	 

■市民講師の出番づくりの開発と実践 

インターネット市民塾等で講座を開催する市民講師を対象に、その実践的知識や経験を生かした

地域活動の場を開発し、「市民講師による出前教室」を実施しました。	 



富山県富山市、射水市の放課後児童クラブ等での活動機会を開発。市民講師等延 30 人が、計 10

回の出前教室を開催し、延べ約 100 人の子どもたちに、それぞれの経験や学習成果を生かした活

動を行いました。	 	 

  

  

普及啓発  

全国の市⺠民塾の状況、課題、実績を整理理し、情報提供を進めています。  

また、各地で⾏行行っている活動の他地区への普及をはかるため、情報提供やノウハウの提供を⾏行行っ

ています。  

■高齢者バリアフリー支援事業 

	 スマートフォンやタブレットを活用し、高齢者の人の交流や地域への外出を支援する活動を開

発しました。	 

	 モデル地域（富山市）での実践をもとに、他地区での導入・運用を支援しています。	 

   

  

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

⼈人とのつながりをつくる  

地域への関⼼心を持つ  

地域での交流流（外出）  



・平成 29 年度は、大阪茨木市の活動状況を調査し、今後の展開についてアドバイスを行いまし

た。	 

	 

	 

■e 手仕事図鑑を活用した教育支援 

  
各地の教育支援で活用する e手仕事図鑑のコンテンツ整備を行いました。	 

■活動発表 

	 
富山県等が主催する「元気ボランティア・NPO フェスティバル」で、高齢者情報バリアフリー支

援や e手仕事図鑑を活用した教育支援活動の発表を行いました。	 

 



■オフィシャル Web を通じた活動情報の発信 

・研究活動の動きは随時公開し、⼀一般参加も受け付けています。（事前申し込み制）  

・本Webサイトや SNS(FaceBook)と連動して、活動の状況を随時発信しています。  

  

連携促進  

各地のインターネット市⺠民塾等の相互連携、および各地から参加する会員相互の協働による活動

を促進しています。  

■地域活動の実践⽅方法に関する検討会  

・各地で行う街づくりや教育支援活動について、活動における課題等について検討会を開催しま

した。（平成 30 年 3 月 22 日、和歌山）	 

	 	 

  

  

  

  


